ジャガイモの栽培

・場作り　1週間以上前に牛糞堆肥を入れ耕す→畝は幅60～70ｃｍ　低い畝でＯＫ。
　　　　　　サカイカンピ等の石灰分は不要です→そうか病に注意。

　　　                                   土壌ｐＨを6.5以下にしましょう。
　　　

・植付　　時期は品種によりますが、２月下旬～春分の頃まで。

畝の中央に深さ１０ｃｍ位の溝を掘る　
種イモを30～40ｃｍ間隔で置く（秋は切らない方が無難）。
種イモは1個が30～40g。

芋を切った場合は３～４日乾かしてから植える（ベスト）。

植付までに時間がない時は切り口に草木灰を付ける。
　
芋と芋の間に移植ゴテ軽く１杯の牛糞堆肥を入れ上に化成肥料一掴み置き混ぜる。
化成肥料が多いと根を痛めます（特に芋に付かない様に注意）。

土を５～８ｃｍ被せる。
植えた所が凹にならないようにします（雨水が集中して芋が腐りやすい）。
植付時は水やり不要（土が乾燥していれば水をかける）。

栽培中も水遣りは不要ですが、半月以上雨が降らない時は適度に遣る。

・芽かき　芽が伸びて地上10～15ｃｍ位出たら元気な２～３本残して他は引き抜く（芽欠き）。
　　　　　同時に両側から10ｃｍ程度の土寄せを行う。

　　　　　多く残すと小さなジャガイモが沢山出来ます。

・２回目の土寄せ　蕾が付く頃に若干（１株10ｇ位）の化成肥料を株元から離れた所に蒔いて、

両側からタップリと土寄せを行う。
・収穫　　葉が黄色くなって来たら収穫のサインです。１株試し掘りしましょう。

晴れた日が2～３日続いた日に収穫し、芋は太陽の下で３時間以上乾かします。

乾かさずに保存すると傷みが早いです。

